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は じめ に

　 Guhyasam蒭a （以下 GS）の 聖者流 究竟次第 Paficakrama（以下 PK ）は 、 本来五次第で ある

が 、 これ に定寂身を加えて 6次第 とす る考 え方が一般 的で ある 。 こ の 6 次第の うち 、 前半 3 次第

で は それぞれ定寂身 （viveka −kaya）、 定寂語 （viveka −vEiC ）、定寂心 （viveka −citta）が説かれて

い る 。 こ れ らは凡俗な身口意の 状態 を、密教的な修行 よ っ て 克服 して い くこ とを目的とする もの

で あ る 。 これ らに幻身 （mEyE −deha）、光明 （prabhasvara ）、 双入 （yuganaddha ）を加えて計 6

次第 となる。今回問題 とする 三番目の定寂心で は微細 な心 を顕 明 （dloka）・増輝 （EbhAsa ）・近

得 （upalabdha ）の 三智に 区別し、さらに 、各々 33、 40 、 7、 計 80の 自性 （svabhava ）に 分 け、

心の 細か な様相 を取 り上げて い る
（1）。

　さて 、こ の PK に つ い て 、 プ トン とツ ォ ン カ パ と い うチ ベ ッ トを代表す る 2大学匠の 間で は 、

そ の 解釈に 大きな 開 きが ある こ とを既に 報告して きた
（2）

。
こ こ で は こ の 定寂心に つ い て の プ ト

ン 、ツ ォ ン カバ 両者の 見解の 違 い を次の 観点 、 即 ち 、

1．定寂心と光明の 違い に つ い て

2．三智 （顕明 ・増輝 ・近得）と 80 自性の関係に つ い て

3．三智 と 「三空」〔空 （曲 nya ）・甚空 （ati 曲 nya ）・大空 （mah5 一甜 nya ）〕の 関係に つ い て

の 以上 3点よ り比較検討 して み た い 。

1 ．定寂心 と光明の 違い に つ い て

　 PK の心清浄次第 （定寂心 ）の 中で 「空と甚空 と 第三 大空 と　 第四一切空は　因果の 差別に お

い てで あ る 。 」
（3）

、 「顕 明は空 と …　 」〔4）、「甚空は方便 と ともな うもの で 、増輝の顕現とい われ

る 。 」（5）
、 「顕現の 取得は 近得 と、同様に円成実性と　また　無明とされ る 。 大空の 語の これ ら の

別名は　勝者たちに より説かれ た 。 」
（6）など と三智 （顕明 ・増輝 ・近得）と三 空 （空 、甚空、大空 ）

が 説か れ て い る 。

　さて こ の よ うに定寂心 の段階で 既に心の 空性が 問題 とされ て い る 。 しか しこ の 定寂心の 次第で

心の 空性が 説かれ る とするな らば、後の 第五次第の 光明に お い て 説かれる心 の 空性とその 違 い は

ど の よ うに考 えられた の だろ うか 。 まずこ れに つ い て両者の 主張を検証 して い こ う。
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（1）プ トン の 主張す る定寂心 と光明の 相違点

心の 法性 を理解す る智慧 を修習す る方法は後で
， 即ち光明の箇所で 示す 。 ここで （定寂心）

で 問題 とする の は有法 （dharmin、法性 〔空性〕と い う本質の 基体 として の 心 ）を理解す

る智慧の 修習の 仕方で ある 。 （『赤註』
〔7）40．6〜7

）

　プ トン は光明の 次第で は心の 法性即ち 、 空性を対象とし 、 定寂心の 次第で は 心その もの を問題

として い る と区別 して い る 。 こ の 説は吉水千鶴子氏が指摘 され たラ クシ ュ ミ
ーの 説

（8）、即ち光明

を 、 心の 光明と自性光明の二 種類に分け 、 定寂心と光明の説が 重複しな い よ う配慮した説に影響

を受けて い る と思 われ る 。

（2）ツ ォ ン カバ の主張する定寂心 と光明の 相違点と反論

こ の説に対して ツ ォ ン カバ は 次の よ うに主張して い る 。

　定寂心を学び た い 者は 、心の 本性 を追求しな くてはならな い 理 由として引用された 3 つ の

お雷葉に よ っ て 、 心の 真実性を理 解しな くて はな ら な い と （『行合集燈』（CaryamelEpaka−

pradipa）に ）示 され て い る 。 それ に よ り、チ ベ ッ ト人 とイン ド人 の あ る者達の 「定寂心

の 智慧は 、 有法 （dharmin 、 法性 〔空性〕と い う本質の 属す る基体 ）と して の 心を理解す

る もの で あ っ て 、 心の （本 質で ある）法性 を理解す る もの で は ない 。 もし （心の 本質を）

理解する とするならば、光明 と違 い がな くな っ て しまう。 」との主張を論破したので あ る 。

第四次第の 光明の 智慧は心の 法性を直観的に理解する の で あっ て 、 定寂心は法性を理解し

て も 、 直観的に理 解する もの とな らな い の なら、違い が ない こ と に はな ら ない の で ある 。

（『五次第の 灯明」
（9）fols．176b6〜177a2）

　 こ こ で い う 「チ ベ ッ ト人 の 或る者とイ ン ド人 の ある者達」とは プ トン と ラ クシ ュ ミ
ー

を さす と

考えて よい だろ う。 ツ ォ ン カ バ は 『行合集燈』の （定寂心 を学ぶ 者は ）「自心の 本性 を追求するべ

きで あ る 。 」（北京 No ．2668｛fo1．85b4）など とす る文を論拠にプ ト ン たちの 説を全面否定して い

る。彼の 説はプ トン や ラ ク シ ュ ミ ー
の 説とは異な り、定寂心 と光明の 両次第に お い て 理解すべ き

空性は 同 じで ある とする 。 そ し て 定寂心 と光明の 違 い は、理解すべ き対象の 性 質で は な く、その

理解 の 仕方に あ る と考えて い る 。
つ ま り定寂心で は 心の 空性を単に共相 （イ メ ージ ）で 理 解し 、

光明の 段階で は さ らに進んで 直観的に理 解する とし て い る の で ある 。
こ の よ うに ツ ォ ン カバ の 説

と 、 プ トン や ラ クシ ュ ミーの 説 とは ど ちらも定寂心 と光明 とを区別 して い る とはい え、その 区別

の 仕方には大 きな違 い を見い だす こ とがで きる。 ただッ ォ ン カバ の説に つ い ては 、 『行合集燈』で

は 、 「定寂心を学ぶ者は 、 心の本性を追求しな くては な らない 」と の 趣 旨を示 して い る の みで 、 定

寂心 と光明 との 具体的差 異に は言及 して い ない 。 従っ て その 違 い を空性の 理解の 仕方にある とす

るの はツ ォ ン カバ 独自の説と考えられ よ う。
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2 ． 三 智 （顕 明 ・増輝 ・近得）と 80 自性の 関係に つ い て

　 また PK で は 「顕 明は空 と般若と心 と　依他起性で あ っ て 、今 　その 自性の 明 らかなる遍満 を

よく解釈しよう。 」（
le ）とあ り、様 々 な 33 の 心の 働 きが述べ られ て い る 。 同様に増輝 と、 その 自性

として の 40の 心の 働 き（11）
、 近得 と 、 その 自性としての 7 つ の 心の 働 き（12）が原文に は説かれ て

い る 。

　さて 次に こ の 自性 とは い か な る存在と定義し て い る の か 、 またこ の 自性と三智 （顕明 ・増輝 ・

近得 ）の 関係は ど うな の か 等に つ い て もプ ト ン と ツ ォ ン カ バ で は見解が 大きく違っ て い る 。 こ れ

に つ い て 以下考察 して みた い 。

（1）三 智 （顕 明 ・増輝 ・近得）の生起 と自性の 消滅に つ い ての プ トンの主張

プ ト ン は三 智 （顕明 ・増輝 ・近得）の生起の仕方に つ い て次の ように述べ て い る 。

（前略 ）第一刹那に 「顕明」の 智慧 を実現 して か ら 33 自性 （の 分別）を滅す る 。 第二刹 那

に 「増輝」の 智慧を現し て 40 自性 （の 分別）を滅する。第三刹那に 「近得」の 智慧 を実現

し て か ら 7 自性 （の 分別）を滅する の で ある 。 （後略）（『赤註亅40．7〜4L2 ）

こ の よ うにプ トン は 三心の 生起 と、 そ の 自性の 消滅は 同時に実現す る と して い る 。 こ の 説 に つ い

て は イン ドの 学匠た ちに も類似の 説を見 い だす こ とが で きる 。 例 えば 、 ラク シ ュ ミ ー
は 「（前略）

自性を知 っ てか ら属性 （
’khor）を伴 う第

一
の 意識が浄化 したな らば 、その 時空性た る顕明の 智慧

を顕現する もの とな る」
（13 ｝と述べ てお り、またナ

ーガ ボー
デ ィが 「その 時顕 明の 智慧が生起 した

な らば 、 空性 の 真実性を得たゆ えに （六 ）識の 33 の 自性を ともな うもの が 滅する」など（14）と し

て い る 。 三智 （顕明 ・増輝 ・近得 ）の 生起がそれぞれ の 自性の 消滅を と もな うとする説は こ の よ

うにプ トン 独自の もの で はな く、イン ド以来の 伝統的な説で あ っ た よ うで ある 。

（2）「自性」に つ い ての プ ト ン の認識

次に 「自性 」と い う言葉 をプ トン は どん な もの とし て とらえて い た の か 考察して み よ う。 プ ト

ン は次の よ うに述べ て い る。

即 ち、第
一

の 顕明の 属性として
“

離欲
”

な どの 33 の 自性 、 増輝の属性 として
“

貪欲
”

など

40 の 自性 、近得の 属性 として
“

中間的 な欲
”

など の 7 の 自性を生 ずるの で ある 。 （『赤註』

40．5 〜6
）

　こ こ で プ トン は 「自性」を 三智 （顕明 ・増輝 ・近得）の
“

属性
”

（
’khor）と述べ て い る こ とか

ら、三 智 （顕明 ・増輝 ・近得）と自性の 関係は 、 三 智を心王、自性 を心所と規定して い た と思わ

れ る 。
つ まり顕明が心王で 33 の 自性 を心所 ， 増輝が心王で 40 自性が 心所 、 近得が 心王で 7 自性

が 心所 とする関係で ある 。 ちなみに ラ クシ ュ ミ
ーは 「こ の 諸 自性は般若智の 我性で ある 。 こ れ ら

は心所の 法を示す」（15 ）と述べ て い るが 、 お そら くプ トン もこ の 説 に 因っ た の だろ う。
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（3）三 智 （顕明 ・増輝 ・近得）の生 起と 自性の 消滅 に つ い ての ツ ォ ン カバ の 主張

と反論

　まず本題 に入 る前に 、 風 （rluh ）と意識の 関係に つ い て述べ て み た い
。 吉水千鶴子氏は 「風 と

は更に微細な分別で 、 pL （Prak；ti）に到た る まで完全に 滅す る こ とは ない 。 」
（16＞と述べ 、　

LC

風
”

を微細 な分別 とし、「80の Prak；tiが滅 して も、風が 滅しなければ三 空の 区別が あ り、風 も滅す

れ ば Pr．が 顕現する」（同上）と解釈し て い る 。 しか しこれは風 を分別 と誤認 して い る よ うに思わ

れ る 。 風 と意識 との 関係 につ い ては PK の 中で 「諸有情の生命とな っ た　風 （vEyu ）と名付け ら

れ た もの は 、

一
切事業をなす もの な り。 これは意識の 乗物で あ っ て 」

（17）と述べ られ て い る 。 また
，

ナーガボ ーデ ィ は これに つ い て 「『こ れは意識 の 乗物で あ っ て 』い う場合の 『こ れ 』とは風で あ っ

て 、 実際には 風に 意識が乗 っ て 境界の 認識をなすの で ある 。 」
（18）と注釈して い る 。 またヴ ィ

ー
ル

ヤ バ ド ラ も次の よ うに 述 べ て い る
。 「（前略）『意識』即 ち 、 その 心がその （風の ）乗 り手とい うの

は 、 馬車と （馬車）に 人が 乗 る よ うな もの で あ っ て
， 以下 の よ うに説かれたの で あ る 。 （それ は ）

風 とい う乗物に意識は乗 っ て 、 すべ ての 所作をなすとい う意味であ る 。 」
〔19）

　 さてプ トン も 「風を馬の よ うに帰順 させ て 、 心は 人の よ うに 自分の 力で たずなを引 く］（『赤註』

394）と述べ て い る こ とか ら 、 風は乗物 、意識はその 乗 り手で 、両者が一
体とな っ て は じめて もの

の 認識が可能 と い う考え方は イン ド以来の 、PK 学習の た め の 共通認識で あ っ た こ とが理解で き

よう。

　次 に本題に 戻 り、ツ ォ ン カ バ が三 智 （顕明 ・増輝 ・近得）の 生起 と自性の 消滅の 関係をど う考

えて い た の か を考察したい 。

　 ッ ォ ン カ バ は 、 以上の よ うな風 と意識の 認識 に 基づ い て 次の よ うに述べ て い る 。

　ア
ー

リヤ デ
ー

バ の 『自身加持次第差別」（北京 No ．2670 ）に は 「（前略 ）風は心に 溶ける もの と

なる 。 （後略 ）」 と、心、（即 ち）
“

顕 明
”

を生 起する前に 、 風 は溶ける と説かれ て い る 。 その 場合

の 風 とは
、 （80 自性の ）分別 （と い う心 の 働 き）を動か す風で ある か ら、その 時に （乗物の風が 溶

けるな らば 、 乗 り手の ）分別 もまた 溶けな くて はならな い し 、顕明 と （80）自性 （の 分別）の 2

者は 、（その 意識の 粗 ・細の 状態が ）は なはだ異 な っ て い る の であ る 。 （光明よ り逆行 して 意識 を）

生起する場合 にお い て も 、 （釈タ ン トラ）Vajrajfiana−samuccaya 〔智金剛集〕（北京 No．83）に

は 3 つ の
“

顕現
” （20 ）

（顕明 ・増輝 ・近得 ）が生起 して か ら （80）自性の分別を生起する と説かれ

て い る 。 」（『五次第の 灯明』 fols．189b5〜190a2）

　こ こ で はッ ォ ン カ バ は ア
ー

リヤ デ
ーバ の 『自身加持次 第差別』（北京 No ．2670 ）の 「風心に溶

ける もの と なる 。 」と い うセ ン テ ン ス を論拠 として 、こ の 場合の 風とは 80 自性の 心の 働きを動か

す風 をさすの で あ るか ら、その 場合風が消滅す る と 、 同時にその 風に 乗 っ て い る 80 自性の 心の

働 きも消滅せ ね ばな らな い 。 そ して 顕 明が 生起す る前に 、80 自性の 分別は全て消滅しな くて は な

らない こ と に なる 。 そ もそ も 80 自性 は粗 い 意識で あ り、三智 （顕明 ・増輝 ・近得）は微細な意識

で あるか ら粗い 意識 と微細 な意識が 同時に 生起す る こ とはあ り得な い と して い る
（21）

。
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（4）「自性 」に つ い て の ツ ォ ン カバ の 認識

　次 にツ ォ ン カバ の 「自性」とい う言葉の 認識に つ い て 考察して み よ う。 ツ ォ ン カ バ は次の よう

に述べ て い る 。

　それ ゆえ、諸 々 の 分別を諸
“

顕現
”

（顕明 ・増輝 ・近得 ）の
“

自性
”

と説い たの は 「特徴」

をい うので あ る 。 それ は先に 3 つ の
“

顕現
”

（顕明 ・増輝 ・近得）の 特徴を述べ た よ うに 本

性が別では ない の で はな く、 （屋根の ）鳥の 置物が 素晴 ら しい 家 を象徴す る よ うに本性が

別の 特徴付け る もの を特徴と説かれ た の で ある 。 それ は また 『行合集燈』に 「同様に顕明

の 意識 も （外に現れ た ）姿はな い
。 しかし貪欲 と離欲 と中間的 な欲等の 諸自性よ り推察す

べ きで ある 。 」と、自性 に よ っ て
“

顕現
”

（顕明 ・増輝 ・近得 の どれが原 因とな っ て 生 じた

もの か ）を推察する と説かれ て い る 。 それゆ え
“

顕現
”

（顕明 ・増va　・近得）を特徴付ける

もの なの で ある 。

　推察の 仕方は （80）自性の 分別に は力の 強 ・弱 ・中 （の 違 い ）が見 られ るか ら 、 それ ら

（の 意識 ）を生起 させ て い る
“

顕現
”

（風 に乗 っ た顕明 ・増輝 ・近得）に もまた 動 きの 強 ・

弱
・中 （の 違 い ）が ある と推察で きるの で あ る 。 そ うで ある なら力の 弱い 7 つ の 分別の い

ずれか で ある な ら 、 （原 因とな る ）風 に 乗る
“

顕現
”

の 動きが 弱 い 証拠で あ る 。 従 っ て
“

近

得
”

の 果で ある とする こ とが で きる 。 他の 2 つ に つ い て もその 理屈が応用で きる の で ある 。

　 （『五 次第の 灯明』fols．190b3 〜191a2）

　こ こ で ツ ォ ン カ バ は 「諸々 の 分別が 3 つ の
“

顕現
”

（顕明 ・増輝 ・近得）の 自性と説い た の は 特

徴 （mtshan 　fiid）をい う」とし、その 「特徴」とは屋根の 鳥の 置物が 豪華な 家を象徴する よ うに

屋根の 鳥の 置物 と、それに よ っ て象徴され る豪華な家の よ うに本性が 別で あ る よ うな関係 として

い る 。 こ の よ うにわざわざ 「本性が 別」と断 っ て い るの は 、プ トン らが 主張 して い る心王 と心所

の よ うな同
一

本性の 関係で は な い こ と を示して い る と思われ る 。 ツ ォ ン カバ は 『行合集燈』を論

拠に 「自性」とは 、 あ くまで三心 の どれ が 原因 とな っ て生 じた もの か を推論するため の 目印的な

意味合い の もの として い る 。 そ して 80 自性の 分別の 乗 り物で あ る風の 動 きを強 ・中 ・弱 に分 け、

同様 にその 乗 り物で ある風 が 強 ・中 ・弱の 関係にあ る顕明 ・増輝 ・近得の 三 智の い ずれ を原因に

生 じた ものか 推察し うる と考えた の で ある 。

　さ て ツ ォ ン カバ は 、こ の 説の 論拠 を 『行合集燈』に見い だし て い る 。 しか し 『行合集燈 』に は

「諸自性 より推察すべ き」 とはあ るが 、 その際に風の 強弱を論拠 とせ よとは 直接説かれて い な い 。

こ の 箇所の 前段の譬えで風は姿が な くとも、炎など を揺 らすこ とで その 存在を認識す る こ とが で

きるこ とが述 べ られて い るが 〔22）、こ の 轡えだ けか ら、ッ ォ ン カバ の 解釈を導 き出すの は困難で

あ り、や は りあ くまで こ れ もツ ォ ン カバ 独 自の 解釈とい える 。

（5）ツ ォ ン カバ に よ るプ ト ン を含む 旧来の 説 へ の 批判

　次 に こ の よ うな立場か らの ツ ォ ン カバ に よるプ トン を含む旧来の 説へ の批判に つ い て考察 して

み よう。

それ ゆ え 、 「前者が 後者に溶け る」 とい うの は 、前者の 力が 衰えて不明瞭に な っ た 時、（後
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者の力が は っ きりして ）後者に力が移動した ような感じに なる の で 、 その ように （前者が

後者 に溶けると）言 っ ただけで ある 。 従っ て 溶け る場合に最初 に 30の 自性 （の 分別）が無

くな り、 次に顕明が生起する 。 その 後 、 40の 自性 （の 分別）が 無くな り、次に増輝が生起

する と主張する こ と 、またその よ うに 主張しなが ら、（各々 の ）自性 （の 分別）と現れ （顕

明 ・増輝 ・近得 ）が
“

相応
”
で ある と主張する こ と 、 生起の 場合に最初に近得が 生起し 、 次

に 7の 自性 （の 分別）を生起する など と言うの は不合理で 、矛盾ばか り言 うこ とで ある 。 」

（『五 次第の 灯明亅fols．190a6・− 190b2）

　こ こで の 批判は三智と自性が
“

心王
”

と
“

心所
”

とした場合 、 心王 と心所は生起 ・消滅の時を同

じ くする
“

相応
”

の 関係 にあ る筈で あるが 、その よ うに主張 しなが ら、顕明 と 33 の 自性、増輝 と

40 の 自性、近得と 7 自性が 、 それぞ れ 同時に 生起し 、 また同時に 消滅しない の は 矛盾で ある との

主張で あろ う。
こ の よ うに こ こ で もプ トン と ツ ォ ン カ バ の 説とは 大 きく異なる ばか りか

、
ツ ォ ン

カ バ はプ トン の 説を批 判 して い る よ うに見える 。

3 ．三 智と 「三 空」の 関係 に つ い て

最後に 両者の 三智 と 「三 空」の 関係に つ い て の 両者の 主張を比較し て みた い
。

（1）プ ト ン の 主張

まずプ トン の 主張か ら考察して い こ う。 彼 の 主 張は次の よ うな もの で ある 。

（前略）最初に粗い 状態で顕現す る の は、「顕明」の 智慧で 、その 法性は 「空」で ある 。 それ

が さらに細か くは っ きりと顕現するのが 「増輝」の智慧で 、 その法性が 「甚空」である 。 次

に 顕現 した もの が 滅する直前が 「近得」で 、 その 法性が 「大空」で ある 。 （『赤註』41．5〜6
）

　プ トン は顕明の 法性を空 とす るなど 三智の 法性 をそれぞれ空 、甚空 、大空 とす る解釈をと っ て

い る 。 ナーガ ボ
ー

デ ィ
（23＞

や ラク シ ュ ミ
」 24 ｝

は 「三智」をその まま 「三空」とする説をとっ て お

り、こ の 解釈は極め て 特徴的な解釈で ある と言える 。 プ ト ン と し て は先に 「心の 法性を理 解する

智慧を修習す る方法は後で （光明の 箇所で ）示す 。 こ こ で （定寂心 ）で 問題 とす る の は有法を理

解する智慧の 修習の 仕方で ある 。 」と定義した手前、三智をそ の まま空性を理解する智慧 と定義す

る と矛盾が生ずる と考え 、こ の よ うな特殊な解釈を ほど こ した の で あ ろ うか 。

（2）ツ ォ ン カバ の 反論 と主張

こ れに対し、ツ ォ ン カバ は次の ように反論 して い る 。

「三空 とは 、 3 つ の
“

顕現
”

（顕明 ・増輝 ・近得）の 法性 を言 うの であ っ て 、 3 つ の
“

顕現
”

（顕明 ・増輝 ・近得）を言うので は な い
。」とい うの もまた不適当で ある 。 『行合集燈』に は

3 つ の
“

顕現
”

（顕明 ・増輝 ・近得）自体が 三 空だ と説い て い る 。 また その こ とは 『智金剛

集』に も明 らか で ある 。 （『五次第の 灯明』fol．182b5）
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　 こ の よ うに ッ ォ ン カバ はプ トン の 説を否定し、「三智」をそ の まま 「三 空」と主張して い る 。 こ

れ は 表面的に は 旧来の 説と同様の もの に見える 。 しか しその 解釈は 旧来の 主張と異質で あ る 。

　まずラ ク シ ュ ミーは 「空はそれ自体 （33の ）自性 に よる 自性の 空とし て 、 不可得」（北京 No ．2705
，

fol．444a5 ）をい うとし
，
また 「甚空は 40 自性が 不可得の 故」（同 445b3 ），

「大空は 特徴づ けが

た い 7 自性が 不可得の 故」（同 447a4）とし て い る 。 また ナ
ー

ガボ ーデ ィ は 「（前略）所治の 側 と

して は 3 つ の 意識 （前六識、末那識、阿頼耶識）と、それ より生 じた 自性の 3 つ の 相で あ り、 対

治の 側は 三 空で あっ て 、 それ 自体の 別名 （paryaya ）は 三智で ある 。 」（北京 No．2697
，
　fols．87a7

〜8
）として 、三空が前六識 、末那識 、阿頼耶識 の三 つ の 意識と 、 そ の属性としての 80 の 自性を

浄化する対 治で ある と定義し て い る 。 こ の よ うに これ ら の 説は先の 項 目で 指摘 した よ うに 、三智

（顕明 ・増輝
・近得）とそれぞれ の 自性 とが心王 と心所の 関係に ある こ とを前提とし 、 また 三空の

“

空
”

は 空性を意味 して い る 。

　 さ て こ れ らの 説に 対し 、
ツ ォ ン カ バ は 三 空＝三 智 の 関係 を考察し て み よ う。 ツ ォ ン カバ は次の

よ うに説明し て い る 。

分別を動かす風 （rluh ）が 消滅し 、 月光の如 く照らすこ とか ら
“

顕明
” と言わ れ る 。 それ は

80 の 分別 を ともな っ た もの と して 空で ある か ら 「空」で あ る の だ 。 日光の よ うに （顕明 と

比較 して ）ず っ と明る い こ とか ら
“

増輝
”

で あ り、風 とともな う
“

顕明
”

に つ い て空で あ る

か ら 「甚空」である 。 黄昏時の暗さの 如く不鮮明に顕現 し、光明が近づ い て い る の で 、
“

顕

現
”

の
“

近得
”

で ある 。 風 とと もな う増輝 として 空で あるか ら 「大空」で ある 。 （『五 次第の

明照』fols．182b6〜183a2）

　こ の よ うに あ くまで もツ ォ ン カ バ は
“

顕明
”

で は 80 分別が 消滅 したが ゆえに 、「空」、
“

増輝
”

で

は
“

顕明
”

が 消滅 したが ゆえに 「甚空」など とそれ ぞれ 前段の 意識が 消滅 した こ とをさし、「空」と

定義 して い る の で ある 。 ツ ォ ン カバ は 「（前略）定寂心は 、心の 真実性を理解するため に生起する

の で あるか ら、四空は い ずれ の 場合 も楽と空を結合 する の であ る 。 」（『五 次第の 明照亅fols．202a1

〜2
）と述べ

、 定寂心の 三空 を 、 「空性」を認識する智慧 とは定義 し て い る 。 しか し、こ の 引用箇

所の 直ぐ後で 、「三 智の 楽と、空 を結合 しなけれ ば 、無我は 不可 得で あ る 。
つ まり戯論を離れ た

相 （空性）が 現れ な い 故に 、 白赤黒 の 3 つ の 顕現だ けが 現れ る の で ある 。 」（同 fols．202a2 〜3
）

として い る 。
こ れ は三智で 、 空性を認識 しな い 場合 もある こ とを意味 して い る 。 三智 ＝三空と定

義 して い る の で ある か ら、空性 を認識 しない 三 智 、即ち三空が こ こ で想定され て い る こ とが 分か

る 。 こ の こ とに関連 して ツ ォ ン カ バ は 「微細な呼吸も絶 っ て 中央脈管に （風が ）溶け込んで お こ

る四 空が そ っ くりその まま寝る場合 の 基時 にお い て あ るわ けで は な い 。 しか し四空がない の で

は ない 。 」（五次第の 明照 fols．　330ai−．2 ） と述べ て 、寝 る場 合、すべ て の 人に四 空が 現れ る との

認識を示 して い る 。 ち なみ に パ ン チ ェ ン ・ラ マ 1 世 ロ サ ン ＝ チ ォ ゲ ルは 「こ の よ うな三智 は基時

（修道の 入 る以前の
一

般の 人々 の 場合）で は死の 時 に完全 な （三 智）が出現す る の で ある。」（大谷

No ．10370
，
　fbL　46b2）とし て 、 修道の 入 る以前の

一
般の 人 々 の 場合に も臨終 に 際 して は三 智が 出

現する とし て い る 。 ゲ ル ク 派の 場合 、三 空は死 に 至る 者に は誰に で も訪れ る もの とされ て い る よ

うで ある
〔25 ）

。
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　したが っ て ッ ォ ン カ バ の 想定 して い た三空の
“

空
”

は 、 空性を意味せ ず 、直前の 意識の消滅の

み を意味 する と思われ る。

　さて 、ツ ォ ン カバ が 論拠 と して 挙げた 『行合集燈』と、『智金剛集j で は、三智が 三空 とイ コ
ー

ル の 関係で あ る こ とは 示唆 され て い るが（26 ）、彼の 主張する ような三空の 意味 を読み取 る こ とは

で きず 、 こ の 三 空の 定義付け もツ ォ ン カ バ 独自の 説で ある と考えられる。

結び

　ツ ォ ン カ バ はプ トン の 名こそあげて い な い が 、そ の 主張を厳し く批判して い る よ うに さえとれ

る 。 プ トン の 説は ラ クシ ュ ミ
ーなどの 影響を強 く受けて お り、

ど ちらか とい えば 伝統的な説をそ

の まま踏襲して い る と思われ る 。

　
一

方ッ ォ ン カバ は 『行合集燈』を自説 の 典拠 として よく用 い ては い る 。 しか し 、 その 論拠 とな っ

て い る典籍に ツ ォ ン カバ の 主張 と同じ趣旨が具体的に述べ られ て い るわ けで は な く、あ くまで も

自説 を論証する際の 援用材料として用 い て い るに過ぎない 。 ツ ォ ン カ バ の場合には 、特定の 誰か

の 影響とい うよ りは 、 彼独 自の 論 理性 を機軸に据えてすべ て の 論を展 開し、必要に応 じて伝統的

な書物を用い て 権威付 けを行 っ て い る よ うな印象を受ける 。

　以上 の よ うに プ トン とツ ォ ン カ バ は 、 同じ聖者流に属して は い るが 、
こ の 定寂心次第に お い て

もその 解釈は大 きくこ とな る もの であ っ たこ とが分か る 。
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（13）北京 No ．2705
，
　fol．442bs

（14）北京 No ，2697
，
　folS．88b3〜4

（15）北京 No ，2705
，
　fol．444b3

（16）吉水千鶴子 、前掲論文 、 p ．462

（17）『PK 』IVajrajapakrama　文段番号 3

（18）北京 No ．2702　f｛）ls．291b7〜8

（19）北京 No ．2699　fols．214a2〜3

（20）こ こ で sna 血 ba は顕明をさす場合 と、三智全体をさす場合がある た め 、三心全体を さす場合は
“

顕

　　現
”

と訳す こ とと した 。 こ の 三 智全体を示す場合の snaii 　ba の訳に つ い て は 、 「輝き」とい う訳 を

　　当て て い る ケ ース もあ る 。 しか しこ の 場合 の sna 」1　baは、近得 も含 まねば な らず、暗黒の光景に心

　　を満た したり、卒倒 した よ うな状態を
“

輝 き
”

と訳する の は 不適当と考えたため 、一
応 こ こ で は

“

　　顕現
”

とい う訳を用い た 。

（21）パ ン チ ェ ン ＝ ロ サ ン ＝ チ t ゲ ル は これ に つ い て 次の ように 明確 に 述べ て ツ ォ ン カバ の 説 を補完し て

　　 い る。

　　　或る者が
tc
顕現

”

（顕明 ・増輝 ・近得）と諸々の 自性が 混合し て 生起し た り、 溶けた りす ると主張

　　す る の は 不合理 で ある 。 粗 い 知 （意識）と微細 な知 （意識 ）が混合した り生起 した りす る す る こ と

　　 はあ り得ない からで あ る 。 それ ゆえ （知 ・意識）が 生起する際に は諸 々 の
“

顕現
”

（顕 明 ・増輝 ・近

　　得）が 生起し た後に諸 自性が生起 し、諸 々 の 自性が溶けた後 に 諸 々 の
“

顕 現
”

（顕明
・
増輝 ・近得）

　　が溶けるの で あ る 。 （それ は意識が ）生 起する際に は 知 （意識）は微細な状 態か ら粗 い 状 態 に な っ

　　 て い くか らで あ り、（知 （意識 ））が溶ける際には 粗 い 意識 か ら次第に微細な状態へ と移 っ て い くか

　　らで ある 。 （r五次第の真髄亅大谷 No ．10370
，
　fokS．48a6〜b2）

（22）北京 No ．　 2668
，
　fols．89b4〜5

（23）ナ
ーガ ボ ーデ ィ は 「空 自体が 顕明の智慧 で あ る。 甚空 自体が増輝 の 智慧 である 。 大空 は近得智で あ

　　る。 」（北京 NQ，2702
，
　fol，304b1）と し て い る 。

（24）ラ ク シ ュ ミーは 三 空 と三智に つ い て次の よ うに 述べ て い る 。

　　 （前略）自性を知 っ て か ら 、 属性を伴う第
一

の 意識を浄化す る な ら ば 、その 時 「空 性 」た る 「顕明」

　　 の 意識 を現す もの と な る 。 同様に属性を伴 う第二 の意識を浄化する な らば 、その 時 「甚空」た る

　　「増輝」の意識を現すもの とな る。同じ様に 属性 を伴 う第 三 の 意識 を 浄化す る な らば 、そ の 時 「大

　　空」たる 「近得」の 意識 を 現す もの とな る 。
こ れ ら 3 つ の 意識を不可 得の 時、（それ は ）第四番 目

　　の
一

切空 で あ っ て 、心 の 光明 を 現す もの と な る 。 （北京 No ．2705
，
　fols，442bs〜443a3）

（25）こ れ に 関連して ヤ ン チ ェ ン＝ガ ロ は一
般 の 人 々 が 臨終に 際 し、経験す る 四 空が 「空性」を認識 しな

　　 い もの で ある こ とに つ い て 、 次の ように 述べ て い る 。 「四空 の 場合、対象 の ヴ ィ ジ ョ ン を伴う前の

　　 智 よ り、対象 の ヴ ィ ジ ョ ン を伴う後の 智へ だ ん だん微細 に な っ て い く。その た め 、意識 に は粗 い 世

　　俗の 顕現が な くな り、晴朗なヴ ィ ジ ョ ン が 心 に 現 れ る の で あ るが 、空性を認 識 対 象とす る の で は な

　　 い 。 そ れ ゆ え、修道を し て い な い 凡人 に はそれ らの 場合 （臨終 に 際し、様 々 な光景が 心に現れ る

　　 場合）、 実体の あ る存在の みが （心 に 現 れ 、）実体 の 存在 を否定す る 空性は ）心 に現れ る こ とはな

　　 い
。 こ の 場合 （修道を し て い な い 凡人）の 四 空 は ど れ も臨終 の 際 して は 誰 に で も現れ る の で ある 。

　　 従っ て 臨終 に 際し、空性 を通達す る の で あ れ ば 、（誰 で も死ぬ だけで ）努力す る こ とな く、解脱す

　　 る こ と に な っ て し まうで あ ろ う。」（『基本 の 三身の 構造 を よ く明 ら か に す る灯明』東北 No ，6600，

　　 f（〕ls．9b6〜10a4 ）

（26）『行合集燈』で は 「般若と空 の 智慧 は 月の 如 き空性 の み で ある 。 方便の智慧 もまた太陽が 顕現する

　　 如 くで あ り、甚空 の 性 質の み で あ る。同 様 に顕現 の 近得智 は 暗黒 の ご と きで 、大空の 特徴である 。 」

　　 （北 京 No ，2668　folS．89a7〜8
）と あ る 。 また 智金 剛集 （北京 No ．83）に は 「（そ れ は）無明 とい わ

　　れ る もの と 、顕現 の 近得 と大空で あ る。」（foL　290b6） ，
「それは顕現 の 増輝 と甚空と説か れ た 。1
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（fol．290b7）「そ れ は 顕明 と空で ある 。 」（fol．290b7）とあ り、三空と三智は相応関係にある こ とが

示唆 され て い る 。
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